
 山口県中小企業団体中央会
中小企業・組合を応援します！～創業・連携・運営を支援～

Vol.691

組合活性化情報　毎月１日発行　平成29年12月１日

2017
Dec

Vol.716

12

表紙写真説明

第69回中小企業団体全国大会
（長野県松本市「キッセイ文化ホール」）
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【組合概要】
　○　理事長：池田　静枝
　○　住　所：防府市沖今宿二丁目11番11号
【店舗概要】　ミルクキッチン燦

サン
・燦
サン

　○　☎ 0835-38-3323  FAX 0835-38-3323
　○　営業時間：木曜～日曜　11：00～15：00

シリーズ

組合設立の経緯
　平成15年か
ら、防府市生活
改善実行グルー
プ「サンサング
ループ」として
牛乳・乳製品の
料理研究、食育
活動に取り組んできました。そこで考案した「ミル
ク鍋」は、防府市で有名なイベント「鍋-１グラン
プリ」で「モォ～ちゃんのカッテージチーズ入りい
きいきミルク鍋」として３年連続で優勝鍋に輝くな
ど市民に認知されていました。
　しかし、営業許可の関係でイベント時しか提供で
きなかったため、「牛乳」をコンセプトとした料理、
加工品を安定的に提供するためレストランの運営を
決意し、平成26年８月、企業組合燦・燦を設立しま
した。法人化にあたっては、グループの主婦４人が
ともに経営意識を持ち、自分たちの力を合わせてひ
とつの組織として経営を行える企業組合制度を選択
しました。

ミルクキッチン燦
サン
・燦
サン
を運営

　平成26年12月
５日、牛乳の魅
力をより多くの
人々に伝えるた
めのレストラン
「ミルクキッチ
ン燦・燦（サン・
サン）」をオー
プンしました。店舗は、池田理事長の家族が経営す
る池田牧場内の一角に新設。池田牧場の新鮮な朝絞
り牛乳や旬の地場野菜を使ったセットメニューを提
供しています。

ミルクキッチン燦・燦の３つのこだわり
　⑴ 　牧場の朝絞り牛乳を贅沢に使用！
　⑵ 　ごはんはホエー（乳清）で炊きあげるので、
甘みのあるふっくらつややか米。

　⑶ 　地元野菜をふんだんに使用していますので、
防府の旬が楽しめる！（やまぐち食彩店加盟店）

牧場のしぼりたて牛乳を使った農家レストランを運営

　セットメニューの一番人気は牧場の味が楽しめる
「牧場ランチセット」です。鍋-１グランプリで三
冠したミルク鍋、朝絞り牛乳を使ったカッテージチー
ズのお刺身風、炊き込みご飯や小鉢に、牧場ミルク
（又は珈琲）と牛乳プリンがついた大満足セットです。
その他、ピザセットやソフトクリームが人気商品で、
三世代のファミリー層の来客が多いのが特徴です。

池田牧場との連携
　当組合では、防府市で開催される様々なイベント
に出展し、ミルク鍋や特製パンをＰＲしています。
また、池田牧場で牛への餌やり体験を受け入れ、併
設のミルクキッチン燦・燦でソフトクリームを食べ
て帰るという相互関係を生かした体験受け入れも実
施しています。そんな中で、防府市が明治維新150
年事業の中心的な取組として進めている「ほうふ幸
せますまち博」（歴史・文化・食・自然などをテー
マにした51日間の体験イベント）では、自転車で防
府市内をめぐるイベント企画の中に、池田牧場で牧
場体験をしてミルクキッチン燦・燦でミルク餅やカッ
テージチーズ作り体験を行う体験イベントが盛り込
まれ、11月19日に開催されました。
　このように、当組合では牧場併設レストランとい
う特徴を生かし、これからも特徴的なメニュー開発
を進めるとともに池田牧場と連携した体験受け入れ
を実施し、
食育ができ
るレストラ
ンとして集
客力を高め
ていきたい
です。

企業組合燦
サン
・燦
サン

いま、これを伝えたい！

企業組合燦
サン
・燦
サン
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特　集

特集 「第69回中小企業団体全国大会」を開催
　全国中央会・長野県中央会は、
10月26日、「キッセイ文化ホー
ル」（長野県松本市）において『団
結は力　見せよう組合の底力！
～地方創生は連携による地域力
アップと強力な発信～』を大会
のキャッチフレーズに、武藤容
治・経済産業副大臣等の臨席の
下、「第69回中小企業団体全国
大会」を開催、全国から中小企
業団体の代表者約2,500名が参
集しました。山口県からは和田
会長を始め15名が参加しました。
　大会では、武藤容治・経済産
業副大臣、谷合正明・農林水産
副大臣、田畑裕明・厚生労働大
臣政務官よりそれぞれご祝辞がありました。また、
山口泰明・自由民主党組織運動本部長、富田茂之・
公明党経済産業部会長から政党代表としてご挨拶が
ありました。
　大会は、春日英廣・長野県中央会会長が議長に、
渡邉隆夫・京都府中央会会長、平栄三・千葉県中央
会会長がそれぞれ副議長に選任されて議事が進行し、
実感ある景気回復と中小企業の生産性向上、事業承
継の抜本的な見直しなど地域を支える中小企業の持
続的な発展を実現するため、中小企業対策の拡充に
関する16項目を決議しました。また、決議に際し、
服部正・全国中央会副会長（愛媛県中央会会長）よ
り、意見発表が行われ、満場の賛同を得て決議案は

採択されました。
　さらに、本大会の意義を内外に表明するため、吉
江慎太郎・長野県中小企業青年中央会会長が、「大
会宣言」を高らかに宣し、満場の拍手の下、採択さ
れました。
　これと併せて、本大会では、優良組合（43組合）、
組合功労者（71名）、中央会優秀専従者（27名）の
表彰が執り行われました。本県からは組合功労者と
して、小熊坂　孝司氏（山口県菓子工業組合理事長）、
髙橋　基彦氏（防府商工団地協同組合理事長）らが
受賞されました。
　なお、次期全国大会は、来る平成30年９月12日㈬
に、京都府において開催することと決定しました。

山口県からの参加者（一部）
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　11月11日、練り製品の美味しさを知ってもらうた
めの『下関蒲鉾ふれあい祭』を11月15日の「かまぼ
この日」を前に開催しました。練り製品の試食・販
売コーナー、竹輪・天ぷら造り体験コーナーに加え、
お醤油・お酒の特設コーナーもあり、香ばしい匂い
に誘われ、会場の吉見蒲鉾団地内は多くの家族連れ
で賑わいました。
＊ かまぼこ製品がわが国の歴史に初めて登場するのは平安時代
の1115年。祝いの宴会料理にかまぼこのスケッチがあり、こ
れにちなんで11月15日が「かまぼこの日」となっています。

組合等ニュース紹介

　10月28日㈯に男女共同参画社会の実現に向けた
フォーラムの中で、企業や地域活動等にチャレンジ
することで輝いている女性を表彰する、女性活躍推
進知事表彰「女性のチャレンジ賞」を、ライフスタ
イル協同組合の船﨑理事長が受賞されました。ライ
フスタイル協同組合は、女性の創業支援や就職・結
婚・出産・子育てなどのライフステージに応じ具体
的な道筋を示して支援するなど、女性の生き方に着
目し、女性の活躍を応援する活動を展開されていま
す。船﨑理事長は、賞を受け「県全体の底上げのため、
女性も男性も意識改革が大切。働き方改革やワーク
ライフバラン
スなどを理解
してもらい、
実践してもら
えるよう取り
組みたい」と
話されていま
した。

女性活躍推進知事表彰
『女性のチャレンジ賞』受賞！

ライフスタイル協同組合
 （理事長　船﨑　美智子）

第10回『下関蒲鉾ふれあい祭』を開催

　白狐伝説が残る名湯「湯田温泉」のオリジナルの
お土産がひそかに人気を博しています。湯田温泉の
美肌成分をそのまま詰め込んだミスト化粧水『ゆだ
うるる』です。完全無添加・源泉100%。アルカリ
性の湯は、肌を柔らかくし古い角質や汚れを落とし、
肌をスベスベにしてくれます。また、肌のセラミド
を整える天然保湿成分メタケイ酸を多く含んでいま
す。ミストタイプに加え、10月１日、フェイスマス
クを新発売しました。デザインからネーミングまで
全て地元の女性で考えた、女性の、女性による、女
性のための商品。もちろん男性にもオススメです。

『ゆだうるるフェイスマスク』新発売！
湯田温泉旅館協同組合

 （理事長　宮川　　力）

吉見安岡蒲鉾協同組合
 （理事長　奥野　　丞）

ゆだうるる
湯田温泉旅館協同組合　☎083-920-3000

　10月17日～18日、山口県商店街振興組合連合会青
年部（徂徠青年部長）は、人材育成・交流事業の一
環として宮崎県の商店街を視察しました。
　一日目は宮崎市の６商店街と５大型店のある中心
商店街を視察し、二日目は日南市油津商店街で、㈱
油津応援団の黒田代表取締役から「地方でもやれる！
まちづくり、人づくり～日南の取り組みに見るその
可能性～」について、油津応援団の概要やイベント
内容などの説明を受けました。

宮崎県の商店街を視察
山口県商店街振興組合連合会

 （理事長　坂本　惠次）
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組合等ニュース紹介

　11月14日、企業組合うつい工房は、中央会の組合
等活性化支援事業を活用して、柳井市大畠の企業組
合うずしお母さんの店（宇野素代子理事長）を現地
研修しました。当日は、組合から18名が参加し、う
ずしお母さんの店加工場を訪問。宇野理事長と中本
専務理事から、組合の活動内容、経営状況、商品づ
くりの特徴、今後の展望等の説明を受けました。同
じお弁当等を製造する企業組合として、お互いの状
況を交え、活発な意見交換がなされました。意見交
換後は、うずしお母さんの店が27年度補正「ものづ
くり補助金」で設置した機械装置等をはじめ加工場
内を見学しました。

「うずしお母さんの店」を視察
企業組合うつい工房

 （理事長　中野　千鶴子）
　11月23日㈷、山口県中小企業団体中央会青年部で
は、日頃、青年部行事等へ快く送り出してくださる
家族・社員の皆さまへの感謝を示すとともに会員相
互の交流と親睦を図ることを目的に、山口市阿東の「し
もせりんご村」で『りんご狩り＆バーベキュー親睦
交流会』を開催しました。ログハウスにてバーベキュー
やりんごの皮むき競争等のゲームを行った後、真っ
赤に熟した低農薬・有機肥料栽培のりんご狩りを楽
しみ、会員同士の交流と親睦を深めました。

『りんご狩り＆バーベキュー』を満喫
山口県中小企業団体中央会青年部

 （会長　山田　泰史）

　組合では10月26日、山口市小郡の「山口調理製菓
専門学校」において、中央会の組合等活性化支援事
業を活用して、「山口県産米粉を使用した安心安全
な菓子づくり」について研修を行いました。
　当日は、一級洋菓子技能士で「お菓子のピエロ」
（宇部市）のパティシエ、大日田哲男氏を講師に招
き県産米粉を使用し
たロールケーキ、シ
フォンケーキ、ダッ
クワーズの作り方を
学びました。
　研修では組合員の
パティシエと専門学
校の生徒が一緒に聴
講し、温度管理や攪
拌等にひと手間かけ
るだけでお菓子の仕
上がりが全く違って
くることを実感しま
した。

安心安全な菓子づくりを学ぶ
山口県菓子工業組合

 （理事長　小熊坂　孝司）
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シリーズ「企業組合商品紹介」

“食に関わる” 企業組合商品紹介

『中小企業組合教室』を開催

　組合は共同事業の円滑な運営、組合員間の活発な交流・連携に加え、様々な課題へ対応するため、組合事
務局の強化が不可欠となっています。本会では、11月22日㈬、中小企業組合を運営・管理していく上で必要な
組合関係法令、労働や会計などのポイントを解説する組合教室を開催しました。
　はじめに、「ほんとは危険な労務管理あるある」と題して飯田労務管理事務所　代表　特定社会保険労務士
飯田晃啓氏より、よくある労働トラブルやトラブルを避ける為のポイントが説明されました。「今後は学校教育の場
で労働法を学んだ従業員が増加することが予想されることから、きちんとした労務管理ができていないと一層の労
使紛争が増加する。きちんと制度を理解してから労務管理を進めるように」との話がありました。
　続いて、中野会計事務所　公認会計士
　上條玲氏より、「簿記の基本と中小企業
組合会計」をテーマに、基本的な簿記の考
え方について演習を交えながら講義がありま
した。
　最後に「組合運営・組合制度」として、
本会の松村昌典主事より中小企業等協同組
合法の解説がありました。これは組合検定
試験の直前対策を兼ねており、検定試験の
受験者を中心に熱心に聞き入っていました。

　企業組合彩菜は、定年を迎え、「生涯現役・前
向きな人生を送りたい」との志を同じくする主婦
４人が集まって活動している組合です。今回ご紹
介させていただくのは、
「売り手と買い手が幸せ
になるものを販売した
い」という思いで「私た
ちが美味しいと感じるこ
と」を商品開発の柱にお
いて作ったのが香り豊か
なハーブソルトです。

◆ハーブソルト
　この商品は、組合の圃
場がある山口市阿知須で
栽培しているハーブとヒ
マラヤ産の岩塩を原材料
とし、市販の商品よりも
高いハーブの配合率と、
海塩ではなくあえて岩塩
を炒めて使用することで
ハーブの香りと良質な味
を両立した商品となって
おります。特別な料理だ
けでなく、普段の目玉焼
き、冷奴、天ぷら、フライ、
サラダなど何でもかけて
使えますので是非ご賞味
下さい。

販売場所
　道の駅きららあじす　　道の駅仁保の郷
　道の駅長門峡　　　　　道の駅みとう
　井筒屋山口店

組
合
概
要

組合名　企業組合彩
サイ
菜
サイ

住　所　山口県山口市阿知須6558番地

ハーブソルト

企業組合彩
サ イ

菜
サ イ

山口市
阿知須

山口県中小企業団体中央会
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ものづくり補助金活用事例紹介

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その56

平成25年度補正
（形　　態）　　ものづくり技術　一般型
（事業類型）　 　試作開発＋設備投資
（会社概要）　 　昭和50年創業の食品加工業。

山口の四季折々の産品を使い、
添加物をできるだけ使わずに、
手作りにこだわったロングセラー
の和菓子（外郎、かすてらせん
べい、果物ゼリー、わさびまんじゅう等）を次々に開発しています。外郎においては、
春には「よもぎ」と「さくら」、夏になれば「だいだい」、秋は「栗」、冬が来れば「ゆ
ず」と、地元の素材を使った季節の味を全国に発信し続けています。

（事業概要）　 　近年、健康志向の高まりで和菓子に対しても低甘味化（低糖度化）を求める傾向は、ますます
強まってきているが、糖度を下げた和菓子では通常の加熱処理では死滅しなかった耐熱性芽胞菌
（以下「芽胞菌」と称す）が増殖し始め、食中毒の原因になることがあります。また、温度、湿度
の高い６月～８月の期間は芽胞菌が増殖し易い期間でもあり、そのため一年を通して低糖度の和
菓子を造ることは困難とされてきました。

　　　　　　 　本事業では、①原材料の汚染防止の再確認、②クリーンルー
ムの環境改善（空気循環システム、除塵機、手指洗浄消毒器、

捕虫器の導入）、③クリーン
ルーム内の什器・機械装置
の改造を行い、糖度42～43、
賞味期限20～25日と低糖度
で質の高い外郎の開発を実
現いたしました。

代表取締役
金重　嘉宏 氏

　従業員全員が、クリーンルームでの作業を通じ
て、食の安心・安全の大切さを再度見つめ直すこ
とができました。外郎や大福（わさびまんじゅう等）
といった新製品（近年開発した製品）の売上高が
全売上高に占める割合は、現在約60％となるまで
育っています。今後も地域の資源を生かした新商
品開発を行いながら、こだわり抜いた山口の味を
全国に発信し続けてまいりたいと思います。

有限会社ほうえい堂
〒744-0028　下松市藤光町２丁目13番16号
TEL：0833-43-5988　FAX：0833-43-1707
URL：http://www. houeidou.com/

『食の安心・安全や健康志向に応え、甘さを抑えた外郎の開発・生産』

クリーンルーム内での作業全景

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その57

平成25年度補正
（形　　態）　　ものづくり技術　成長分野型
（事業類型）　 　設備投資のみ
（会社概要）　 　昭和48年、工作機械部品の製

造工場として創業し、各種金型
の設計製作・半導体関係の治具
設計製作を中心とした機械加工
業を営んでいます。近年は、これ
まで培ってきた機械加工技術を
駆使し、自社製品「搾油機」の
製造・販売や、食用油脂の製造・販売等も手がけています。「ものづくり」を大き
な枠組みで捉えてお客様の様 な々要望に応えることを目指しています。

（事業概要）　 　医療機器部品の製作は、リーマンショック以降、半導体関連の取引先の受注が激減する中、これを
補完できるまでに至っています。当社がこれまでに培った少量多品種の部品加工技術・設備で受注は
確保できていましたが、高い品質を確保するために、多くの加工工程を組み込まざるを得ませんでした。
短納期の案件には対応できず高価格の製品となり、いずれ価格・品
質・納期面での競争力を失ってしまう恐れがありました。

　　　　　　 　本事業では、課題解決を図るため複合加工機を導入し精度向上
と工程集約が実現し、また、製品の脱着をせずに機内で測定でき、

連続して機密立体形状加工
が可能となりました。導入前
と比べた導入後の効果は、「高
品質高付加価値効果」と言え
るものです。

代表取締役社長
楠牟禮　勲 氏

　当社が手掛けている人口関節置換術等に関わ
る医療機器部品製作の需要も、所得水準の向上
や高齢化が進んでいるアジアを中心に高まるも
のと期待されています。その一方で、国内外を
問わず、医療ニーズの高まりに応じた価格・品質・
納期を巡る関連企業間の競争も、さらに激化す
ると考えられます。今後、想定される激しい競
争を乗り越えていくためにも、当社は高度なニー
ズに対応できる機械設備・人材面のさらなる充
実を目指し邁進します。

株式会社サン精機
〒758-0024　萩市大字東浜崎町11－10
TEL：0838-22-7677　FAX：0838-25-9670
URL：http://www.sanseiki.co.jp/

『立体形状を含む医療機器部品の生産性向上を実現するための複合加工機導入』

加工機イメージ図
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

業種別の景況
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →
商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →

運 輸 業 →

そ の 他 →

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

　10月の業種別景況の前月比ＤＩ値は14業種の
内、好転が５業種、悪化が１業種、昨年同等が
８業種となり、全体の景況感ＤＩ値も好転して
いる。
　一般機器、輸送機器、卸売業、小売業、サー
ビス業で受注や売上が増加傾向であるが、食料
品は景況感が悪化している。
　山口県の中小企業は、製造業の一部で先行き
の明るさを感じつつも、続く人手不足による機
会ロスやそれに伴う人件費アップ等の対応に苦
慮している。

月次景況調査結果
※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

平成29年10月期
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景況動向

情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品
○　これからも、業界全体で、食の安心安全に努める。 （菓子製造業）
○　２回の週末台風接近にもかかわらず、10／30時点で対前年同月比＋2.3％と健闘。台風
通過の土日を中心に週末の売上は振るわなかったが、平日の数字が伸びている。

 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業

○　デパートの閉鎖・撤退、ネット通販、低価格商品の影響等でメーカーも売上不振となり、
メーカーの発注も減少したため事業を縮小した。アパレル業界が復活する兆しも無く、こ
れからを危惧している。 （外衣・シャツ製造業　下関市）

○　2018年春物の生産がスタートしたが、既にキャパオーバーの工場もある。生産体制を構
築し多品種に対応している模様である。 （外衣・シャツ製造業　萩市）

木 材 ・
木 製 品

○　新築物件の受注は、極端に少ない状況が続いている。公共工事の関係で設備操業度は
上昇している。 （製材業・木製品製造業）

印 刷 ○　需要期を迎え受注量は増えてきたが、折り込チラシの需要が今一歩である。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　出荷量は、前月比120％、前年同月比91％。上半期前年比95％で、今年度の見通しは対
前年比95％。 （生コンクリート製造業）

○　他業種の方々の突飛な意見を参考にして、新たな製品作製をし、良い方向に向かうよう
であれば組合での本格的な事業案として取組んでみたい。 （石工品製造業）

一 般 機 器
○　金型を含む自動車関連・海外プラント関係は好調を維持しており、組合員とも良い方向
へ進みつつある。慢性の人手不足、特に熟練技術者が不足している。アベノミクスの経済
効果が大きく地方に反映するように新政権の地方へのテコ入れを期待している。

 （一般機械器具製造業）

輸 送 機 器
○　車両部門は長期計画に基づいて順調に生産高を伸ばしているが、原価低減の要請は変わ
りなく経営は苦しい。精密加工部門は踊場で前年より大きく落ち込んでいる。産業プラント
部門は年末以降に持ち直すと見込まれる。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　養殖フグの価格が平年並みに安定しているため期待している。 （生鮮・魚介卸売業）
○　組合・地域ともに「少子高齢化」が大きな問題となっている。空き家・空き地が増加し、
若者の流出もあり雇用難である。 （各種商品卸売業）

小 売 業

○　中心市街地活性化基本計画により創業等の助成制度が奏功し、商店街への新規出店が
顕著。雇用が増加、売上高や仕入高も増加し、市況は好転している。新店の多くはサービ
ス業、飲食業が多く、物販業が見られない。 （各種商品小売業　岩国市）

○　来春の新駅前施設開業に向け、多彩な催事開催が決定。 （各種商品小売業　周南市）
○　商店街の来客数が減少しているとの声が上がっている。年末に向け来客数増加に繋げる
「大歳の市」の準備を進めているところである。 （各種商品小売業　下関市）

商 店 街
○　季節的に秋物から冬物へ移行する時期だが売上には結びついていない。 （山口市）
○　衣料品店の売上が少し伸びている。イベントもあり飲食店の売上も多少伸びている。電
気店は非常に厳しいようで1店閉店。他業種の売上は厳しい状況。 （萩市）

サービス業

○　ハイブリット車が毎月１千台のペースで増加し、登録車全体の16.4％を占めるまでになっ
た。整備技術の向上が大きな課題となってきている。 （自動車整備業）

○　労働力不足による機会ロスが発生している。 （スポーツ・健康教授業）
○　ツアーの催行において、バスの絶対数の不足と人員の不足等でコストがアップし、販売
価格が上昇している。収益は良くならない。 （旅行業）

建 設 業
○　春先から減少していた工事量が年末にやっと回復するが、4年余り前から決算も回復して
おり、工事量減少の中でも組合員に深刻さはない。 （左官事業）

○　相変らずのガードマン不足ではあるが、岩国基地関連工事も縮小傾向、気候も良くなり、
警備会社も地元工事への派遣が可能となり少し好転している。 （土木工事業）

運 輸 業

○　９月と同様に予定外の受注があり前年同月比でプラスとなった。自動車関連の輸送につ
いてはEVへのシフトにより生産形態が変わり多様に変化しそうな模様である。燃料費につ
いては毎月ジワリジワリと上昇している。 （一般貨物自動車運送業）

○　中国から大型客船で団体客があり、観光バス・観光タクシーの需要が伸びている模様だ
が、個人タクシーは規模が小さすぎ対応が難しい。 （一般旅客自動車運送業）

そ の 他 ○　関心の高い外国人技能実習生の介護職についての制度や留意事項等の新制度説明会を
組合独自に開催する。 （介護事業）

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成29年10月期
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中央会ＰＲ

　10月18日㈬から20日㈮に福岡市「マリンメッセ福
岡」で開催された「モノづくりフェア2017」におい
て平成24年度補正から27年度補正までの「ものづく
り補助金」の成果事例発表として17社がものづくり
補助金での事業内容を紹介したパネルに加え成果品
等の展示を行い、本補助金で取り組んだ事業の成果
を来場者にPRしました。
　また、10月28日㈯には、周南市「キリンビバレッ
ジ総合スポーツセンター」で開催された「やまぐち
総合ビジネスメッセ」において、24社が来場者向けにPRし、11月15日㈬から17日㈮には、中小企業基盤
整備機構主催により東京都「東京ビッグサイト」において、５社が「新価値創造展」に出展し、今後のビ
ジネス展開のため、補助事業での取組内容やその成果を紹介しました。

「ものづくり補助事業」の成果発表
山口県中小企業団体中央会　ものづくり支援室

平成29年秋の褒章　受章おめでとうございます
　【黄綬褒章】
　　弘木工業株式会社（日立笠戸協同組合　組合員）
　　　製缶課作業長 森　田　　　豊　様

平成29年県選奨　受賞おめでとうございます
　【保健衛生・環境功労】
　　山口県環境整備事業協同組合　理事長 華　山　文　秘　様
　　山口県理容生活衛生同業組合　理事長  吉　永　和　義　様
　　山口県医薬品商業組合　副理事長 藤　原　　　哲　様
　【産業功労】
　　元　山口県豆腐商工組合　理事長  山　根　哲　章　様
　　山口県建設業協会　理事 杉　山　仁　志　様
　　（萩阿武建設協同組合　理事長） 
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中央会ＰＲ

山口県の最低賃金が改正されました
◆◆◆必ずチェック最低賃金！　使用者も、労働者も。◆◆◆

山口県最低賃金
時間額 効　力

発生日
○山口県最低賃金は、常用・パートタイマー・アルバイト、臨時、
嘱託などの雇用形態や呼称に関係なく山口県内の事業場で働くす
べての労働者及び使用者に適用されます。
○下記の産業で働く労働者にはそれぞれの特定（産業別）最低賃金
が適用されます。777円 29.10.1

特定（産業別）最低賃金 時間額 効　力
発生日

特定（産業別）最低賃金から適用除外され、
山口県最低賃金が適用される業種等　　　　

適用除外業種
鉄鋼業、
非鉄金属製錬・精製業、
非鉄金属・同合金圧延業、
非鉄金属素形材製造業

913円

29.12.15

○高炉による製鉄業
○非鉄金属素形材製造業のうちの非鉄金属鍛造品製造業

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

839円
○自動車用ワイヤハーネス製造業
○民生用電気機械器具製造業
○医療用計測器製造業（ただし、心電計製造業は同左の特定（産業別）
最低賃金の適用があります。）

輸 送 用 機 械 器 具
製 造 業 883円

○航空機・同附属品製造業
○産業用運搬車両・同部分品・附属品製造業
○その他の輸送用機械器具製造業（ただし、自転車・同部分品製造
業は同左の特定（産業別）最低賃金の適用があります。）

百貨店，総合スーパー 795円

第１部　13：30～15：00
　基調講演　「労務課題改善により、企業体質を強化しよう！」
　　　　　　～36協定、割増賃金、定額残業代など労働時間あれこれ！～
　　　　　　～改正労働契約法（無期転換ルール）を理解しましょう！～
　　　　　　～改正育児・介護休業法、ハラスメントについて理解しましょう！～　etc
 特定社会保険労務士　上條　昭夫　氏
第２部　15：00～16：00
　15：00～15：45
　情報提供①　「業務改善助成金の概要と申請のポイント」
　　　　　　　～専門家派遣・相談等支援事業におけるコーディネーター活動支援より～
　　　　　　　　　　山口県最低賃金総合相談支援センター
　 メイン・コーディネーター　岩井　實雄　氏
　15：45～16：00
　情報提供②　「中小企業関連施策（労働・経営）情報の提供」
　　　　　　　　　　山口県最低賃金総合相談支援センター
　 サブ・コーディネーター　浦川　　稔　　
第３部　16：00～17：00
　個別相談（労働相談、業務改善助成金、経営相談）

業務改善普及推進セミナー（第２回）のご案内

●開催概要●
◆日　時　平成29年12月14日㈭
◆場　所　柳井商工会議所「１Ｆ大会議室」
　　　　　（柳井市中央二丁目15-１）
　　　　　電話　0820-22-3731
　　　　　※ 駐車場の数に限りがありますので、

公共交通機関、並びに最寄りの有料
駐車場をご利用ください。

◆定　員　50名（先着順）
◆参加費　無料
◆締　切　平成29年12月12日㈫
◆主　催　山口県中小企業団体中央会
　　　　　 山口県最低賃金総合相談支

援センター

～労務改善しながら経営改善できる、とっておきのお話です！～

●セミナーの内容＆講師の紹介●

山口県中小企業団体中央会　山口市中央４-５-16　山口県商工会館
TEL 083-922-2606　　FAX 083-925-1860
URL http://axis.or.jp 担当：浦川

問
い
合
せ
先

山口県中小企業団体中央会
山口県最低賃金総合相談支援センター　担当：岩井、浦川　TEL 083-922-2606問い合せ先



きらり★　
人材レター
きらり★　
人材レター

山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号
　　　　　　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/

印刷製本　株式会社 桜プリント社

　平成26年７月に前任者の退職により、急遽組合事務局へ入職しました。
　平成29年６月に中小企業組合士として認定されたことにより、他の組合
役職員等の中小企業組合士会の会員との意見交換や交流を通じて、組合
員にメリットを享受できるようになればと考えています。
　お酒を嗜むことと散歩が趣味で、休みの日は朝から夕方まで散歩して
いることもあります。「命もいらず、名もいらず、官位も金もいらぬ人は
始末に困るものなり」を心構えとし文化を創る不良老人を目指していま
す。座右の銘は『誠心誠意』。
　インフラの維持・整備等を通じて、柳井地域の活性化に取り組むことで、
組合の活性化につなげたいと思っています。

☆柳井土木建設業協同組合
　〒742‒0023　柳井市南浜１－３－20　☎ 0820‒22‒0233

2017Dec

柳井土木建設業協同組合
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